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平成1 9年度需給計画の上半期 く4月-9月Jの実施状況 絹艮告1

平成1 9年度の需給計画の実施状況につVlて1安全な血液製剤の安定
供給の確保等に関する法律第2 6条第3項の周定を踏まえ,以下のとお
り報告するo

1.平成1 9年度に国内において製造され1又は輸入されるべきとし
た血液製剤の種類及び量の目標と実績 く4月-9月l

製造及び輸入量は概ね順調に推移しているo
く製造.輸入量実漬は1別表の0欄のとおり1

2.平成1 9年度に原料血墳から製造されるべきとした血液製剤の種
類及び量の目標と実績 く4月-9月l

国内献血由来の原料血費からの製造量は概ね順調に推移してい
るo く製造量実績は,別表の魯欄のとおり1

3.平成1 9年度に必要と見込んだ血液製剤の種類及び量と供給実績
く4月-9月1

これまでのところ供給量は概ね順調に推移しているo
く供給量実績は 別表のく訓開のとおりo1

4.平成1 9年度の原料血寮確保目標量と実績く4月-9月l

原料血寮の確保は,これまでのところほぼ順調に推移している.
確保目標量 97万リットル
確 保 量 47万リットル く達成率48. 5%J

5.原料血衆の配分について

血液製剤の製造業者-の原料血衆配分については- 今年度9月

末までの原料血衆確保状況からみて1原料血衆の確保量は計画ど
おり実行できると見込まれるo



平成1 9年度の血渠分画製剤の需給状況く4月-9月実績と需給計画との比較フ
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注1.数値IL製晶の規格別に報告された数量を集計し.代表的な規格.単位に換算したうえl四捨五入により1 00又は
1 0の整数倍で表示した.

注2.液状タイプの組織接着剤については.接着.閉鎖部位の面積当たりの使用量を勘案して換箕し.
インヒビタ-製剤については,体重5Okgの人ヘの投与量を標準として人数で算出したo


